
主な花材 パンパス （静岡県産）

ホオズキ （長野県産）

オミナエシ （長野県産）

アレカヤシ （マレーシア産）

高野槙 （奈良県産）

花言葉：美人、はかない恋、親切

アレカヤシの英名は「Yellow butterfly palm(黄色い蝶のようなヤシ)」で、和名は「コガネタケ
ヤシ」と呼ばれています。緑色の葉が、ゆるく弧を描くように垂れ下がる姿が特徴的です

花言葉：元気、勝利

日本の固有種であり、コウヤマキ（高野槙）という名は高野山に多くみられることが由来です。高
さは20～30mほどが一般的ですが、中には40mを超える大きなものも存在します。

花言葉：奥ゆかしさ

別名「シロガネヨシ」。ススキに似ていますが、ススキに比べると穂に厚みがあるのが特徴です。
パンパスグラスは、園芸品種と約20種類もの品種があると言われており、草丈が３メートルほどに
なる品種もあるそうです。
花言葉：光輝(こうき)、雄大な愛、人気

ホオズキの語源が「ホホツキ」で、「ホホ＝火々」「つき＝染まる」を意味し、「火で染まった果
実」として名づけられたといわれています。鬼灯の漢字の由来は、赤い実の見た目が提灯に似てい
たことからとされています。「鬼」は亡くなった人のことで「灯」は提灯の意味です。

花言葉：自然美、心の平安、偽り・ごまかし

諸説あり、黄色い小花が粟飯（あわめし）の粟つぶに似ていることから、粟飯の別名であった女飯
（おみなめし）が転じたとする説、「おみな」は女性を指し「えし」は古語の「へし（圧し）」
で、美女を圧倒する美しさから名づけられたとする説などがあります。
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